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分数関数，無理関数，逆関数，合成関数 
 

１ 分数関数 

(1) 次の関数のグラフの漸近線を求め，そのグラフをかけ。 

  ① 𝑦 =
3

𝑥 − 2
+ 1             ② 𝑦 =

2𝑥

𝑥 + 3
 

(2) 2つの関数𝑦 =
4

𝑥 − 1
，𝑦 = 3𝑥 − 2について，次の問いに答えよ。 

① 2 つの関数のグラフの共有点の座標を求めよ。 

   ② グラフを利用して，不等式
4

𝑥 − 1
< 3𝑥 − 2を解け。 

 

 

分数関数𝒚 =
𝒌

𝒙
  (𝒌 ≠ 𝟎)  のグラフ 

・関数𝑦 =
𝑘

𝑥
の定義域は𝑥 ≠ 0，値域は𝑦 ≠ 0 

・グラフは原点に関して対称 

・k＞0 のときは第 1，3 象限，k＜0 のときは 

第 2，4 象限にある。 

・漸近線は x 軸，y 軸 

〈注意〉漸近線が垂直に交わるから，直角双曲線 である。 

分数関数𝒚 =
𝒌

𝒙 − 𝒑
+ 𝒒  (𝒌 ≠ 𝟎)  のグラフ 

・関数𝑦 =
𝑘

𝑥 − 𝑝
+ 𝑞のグラフは，𝑦 =

𝑘

𝑥
のグラフを 𝒙軸方向に𝒑，𝒚軸方向に𝒒だけ平行移動 

 したものである。 

・関数𝑦 =
𝑘

𝑥 − 𝑝
+ 𝑞の定義域は𝑥 ≠ 𝑝，値域は𝑦 ≠ 𝑞   ・漸近線は 2直線𝑥 = 𝑝，𝑦 = 𝑞 

(1) ②の関数は，𝑦 =
𝑘

𝑥 − 𝑝
+ 𝑞の形に変形する。 

 

解答 

(1) ① 漸近線は，2 直線 x＝2，y＝1 

グラフは右の図のようになる。 

 

 

要 点

Point 

k＞0 のとき 

k 

－1 

1 

－k 

－1 2 

1 y＝1 

x＝2 
−

1

2
 

𝑦 =
3

𝑥 − 2
+1 

k＜0 のとき 

k 

－1 1 

－k 
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    ② 
2𝑥

𝑥 + 3
=

2(𝑥 + 3) − 6

𝑥 + 3
= −

6

𝑥 + 3
+ 2 

       よって，与えられた関数は 

     𝑦 = −
6

𝑥 + 3
+ 2と変形できる。 

     したがって，漸近線は 

       2 直線 x＝－3，y＝2 

    グラフは右の図のようになる。 

 

 

 

(2) ① 
4

𝑥 − 1
= 3𝑥 − 2   両辺に𝑥 − 1を掛けて 4 = (3𝑥 − 2)(𝑥 − 1) 

展開して整理すると 3x2－5x－2＝0  よって (x－2)(3x＋1)＝0 

     これを解くと 𝑥 = 2，−
1

3
 

     𝑦 = 3𝑥 − 2に𝑥 = 2を代入すると 𝑦 = 4   𝑥 = −
1

3
を代入すると 𝑦 = −3 

     したがって共有点の座標は (𝟐，𝟒)，(−
𝟏

𝟑
，− 𝟑) 

    ② 関数𝑦 =
4

𝑥 − 1
と直線𝑦 = 3𝑥 − 2のグラフは 

    右の図のようになる。 

     求める不等式の解は，𝑦 =
4

𝑥 − 1
のグラフが 

    直線 y＝3x－2 より下側にある部分に対する 

    x の値の範囲であるから 

      −
𝟏

𝟑
< 𝒙 < 𝟏，𝟐 < 𝒙 

 

 

２ 無理関数 

(1) 次の関数のグラフをかけ。 

 ① 𝑦 = √3𝑥       ② 𝑦 = −√3(𝑥 − 2)      ③ 𝑦 = √−2𝑥 − 6 

(2) 2つの関数𝑦 = √𝑥 + 2，𝑦 = 2𝑥 + 1について，次の問いに答えよ。 

① 2 つの関数のグラフの共有点の座標を求めよ。 

 ② グラフを利用して，不等式√𝑥 + 2 > 2𝑥 + 1を解け。 

 

   2 

𝑥 + 3 ) 2𝑥          

      2𝑥 + 6  

       －6 

2x＝2(x＋3)－6 

と変形できる。 

－3 

2 y＝2 

x＝－3 

𝑦 =
2𝑥

𝑥 + 3
 

－3 

2 

y＝3x－2 

x＝1 

𝑦 =
4

𝑥 − 1
 

－2 
1 

4 

−
1

3
 

－4 

関数𝑦 =
4

𝑥 − 1
の定義域 

は x≠1 であることに 

注意する。 
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無理関数𝒚 = √𝒂𝒙  (𝒂 ≠ 𝟎)  のグラフ 

・a＞0 のとき 

関数𝑦 = √𝑎𝑥の 

定義域は x≧0，値域は y≧0 

・a＜0 のとき 

関数𝑦 = √𝑎𝑥の 

定義域は x≦0，値域は y≧0 

 

𝑦 = −√𝑎𝑥のグラフは，𝑦 = √𝑎𝑥のグラフを 

x 軸に関して対称移動したものである。 

 

 

 

 

無理関数𝒚 = √𝒂(𝒙 − 𝒑)  (𝒂 ≠ 𝟎)  のグラフ 

𝑦 = √𝑎(𝑥 − 𝑝)のグラフは，𝑦 = √𝑎𝑥のグラフを 𝒙軸方向に𝒑だけ平行移動 したものである。 

(1) ③の関数は，𝑦 = √𝑎(𝑥 − 𝑝)の形に変形する。 

(2) 無理関数の定義域に注意する。 

 

解答 

 (1) ① グラフは右の図のようになる。 

 

 

 

 

② グラフは右の図のようになる。 

 

 

 

 

 

   ③ 与えられた関数は 𝑦 = √−2(𝑥 + 3) 

    と変形できる。 

    よって，グラフは右の図のようになる。 

  

要 点

Point 
a＞0 のとき 

1 

√𝑎 

𝑦 = √𝑎𝑥 

a＜0 のとき 

－1 

√−𝑎 𝑦 = √𝑎𝑥 

a＞0 のとき 

1 

−√𝑎 𝑦 = −√𝑎𝑥 

a＜0 のとき 

－1 

−√−𝑎 

𝑦 = −√𝑎𝑥 

1 

√3 
𝑦 = √3𝑥 

2 

−√3 𝑦 = −√3(𝑥 − 2) 

3 

－4 
√2 

𝑦 = √−2𝑥 − 6 

－3 
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(2) ① √𝑥 + 2 = 2𝑥 + 1 ⋯⋯(＊) 

    両辺を 2 乗すると x＋2＝(2x＋1)2   x＋2＝4x2＋4x＋1 

       4𝑥2 + 3𝑥 − 1 = 0   (𝑥 + 1)(4𝑥 − 1) = 0  これを解くと 𝑥 = −1，
1

4
 

     x＝－1 は(＊)を満たさない。 

     𝑥 =
1

4
は(＊)を満たす。 

     よって，共有点の座標は (
𝟏

𝟒
，

𝟑

𝟐
) 

    ② 関数𝑦 = √𝑥 + 2と直線𝑦 = 2𝑥 + 1のグラフは 

    右の図のようになる。 

     求める不等式の解は，𝑦 = √𝑥 + 2のグラフが 

    直線 y＝2x＋1 より上側にある部分に対する 

     𝑥の値の範囲であるから − 𝟐 ≦ 𝒙 <
𝟏

𝟒
 

 

３ 逆関数 

(1) 次の関数の逆関数を求めよ。 

 ① 𝑦 = 2𝑥 + 3    ② 𝑦 = −3𝑥 − 1  (−1 ≦ 𝑥 ≦ 2)    ③ 𝑦 =
4𝑥 − 3

2𝑥 + 1
    ④ 𝑦 = 𝑥2 + 1  (𝑥 ≧ 0) 

(2) 次の関数の逆関数のグラフをかけ。 

① y＝2x     ② y＝log3x 

 

 

逆関数 

x の関数 y＝f (x)は，x の値を定めるとそれに対応する y の値がただ 1 つに定まる。 

x の関数 y＝f (x)において，y の値を定めるとそれに対応する x の値がただ 1 つに定まるとき，すなわち， 

x が y の関数として x＝g(y)と表されるとき，x と y を入れかえて y＝g(x)と表したものを，もとの関数の

逆関数 といい，y＝f －1(x) で表す。 

関数とその逆関数では，定義域と値域が入れかわる。 

逆関数のグラフ 

関数 y＝f (x)とその逆関数 y＝f －1(x)があるとする。 

関数 y＝f (x)のグラフ上の点を P(a，b)とすると，b＝f (a)であり， 

逆関数の定義から b＝f (a) ⇔ a＝f －1(b) 

が成り立つ。よって，点 Q(b，a)は関数 y＝f －1(x)のグラフ上に 

あることがわかる。点 P(a，b)と点 Q(b，a)は直線 y＝x に関して 

対称であるから，関数 y＝f (x)とその逆関数 y＝f －1(x)のグラフは， 

直線 y＝x に関して対称である。 

要 点

Point 

P(a, b) 

Q(b, a) 

y＝f (x) 

y＝f －1(x) 

（左辺）＝1，（右辺）＝－1 

(左辺) =
3

2
，(右辺) =

3

2
 

－2 

√2 𝑦 = √𝑥 + 2 

1 

y＝2x＋1 3

2
 

1

4
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y＝x 

𝑦 = √𝑥 − 1 

y＝x2＋1 (x≧0) 

1 

1 

y＝x 

y＝2x 

1 

1 

2 

2 

y＝log2x 

y＝x 

y＝3x 

1 

1 

3 

3 

y＝log3x 

解答 

(1) ① 𝑥について解くと，2𝑥 = 𝑦 − 3から 𝑥 =
1

2
𝑦 −

3

2
 

     逆関数は，𝑥と𝑦をいれかえて 𝒚 =
𝟏

𝟐
𝒙 −

𝟑

𝟐
 

    ② この関数の値域は  − 7 ≦ 𝑦 ≦ 2   また，𝑥について解くと，− 3𝑥 = 𝑦 + 1から 𝑥 = −
1

3
𝑦 −

1

3
 

     逆関数は，𝑥と𝑦をいれかえて 𝒚 = −
𝟏

𝟑
𝒙 −

𝟏

𝟑
  (−𝟕 ≦ 𝒙 ≦ 𝟐) 

   ③ 両辺に 2x＋1 を掛けると，(2x＋1)y＝4x－3 から 2xy＋y＝4x－3 

                 2xy－4x＝－y－3   x(2y－4)＝－y－3 ……(＊) 

    ここで，𝑦 =
4𝑥 − 3

2𝑥 + 1
=

2(2𝑥 + 1) − 5

2𝑥 + 1
=

−5

2𝑥 + 1
+ 2より，直線𝑦 = 2は漸近線であるから 𝑦 ≠ 2 

    (＊)の両辺を 2𝑦 − 4で割ると 𝑥 =
−𝑦 − 3

2𝑦 − 4
   逆関数は，𝑥と𝑦を入れかえて 𝒚 =

−𝒙− 𝟑

𝟐𝒙 − 𝟒
 

④ この関数の値域は y≧1 

y＝x2＋1 から x2＝y－1 

    𝑦 − 1 ≧ 0より 𝑥 = ±√𝑦 − 1 

    𝑥 ≧ 0であるから 𝑥 = √𝑦 − 1 

    逆関数は，𝑥と𝑦を入れかえて 𝒚 = √𝒙 − 𝟏 

 

(2) ① x について解くと x＝log2y 

    逆関数は，x と y を入れかえて y＝log2x 

    逆関数のグラフは右の図のようになる。 

 

 

 

 

 

② x について解くと x＝3y 

    逆関数は，x と y を入れかえて y＝3x 

    逆関数のグラフは右の図のようになる。 

  

（左辺）＝y＝y×1＝y×log33＝log33y， 

（右辺）＝log3x 
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４ 合成関数 

(1) f (x)＝x2－1，g(x)＝cosx，h(x)＝2x＋3 とする。次の問いに答えよ。 

① (g ◦ f )(x)，(f ◦ g)(x)を求めよ。    ② (h ◦ (g ◦ f ))(x)，((h ◦ g) ◦ f )(x)を求めよ。 

(2) 𝑓(𝑥) =
1

2
𝑥 − 1の逆関数を求めよ。また，(𝑓 ◦ 𝑓−1)(𝑥)，(𝑓−1 ◦ 𝑓)(𝑥)をそれぞれ求めよ。 

 

 

合成関数 

y が u の関数で y＝g(u)と表され，u が x の関数で u＝f (x)と 

表されるとき，y は x の関数となる。その関数を f と g の 

合成関数 といい， 

y＝g(f (x)) または y＝(g ◦ f )(x) 

で表す。 

 

解答 

(1) ① (g ◦ f )(x)＝g(f (x))＝g(x2－1)＝cos(x2－1) 

   (f ◦ g)(x)＝f (g(x))＝f (cosx)＝cos2x－1 

 

 

② ①より，(g ◦ f )(x)＝cos(x2－1)であるから (h ◦ (g ◦ f ))(x)＝h(cos(x2－1))＝2cos(x2－1)＋3 

  また，(h ◦ g)(x)＝h(g(x))＝h(cosx)＝2cosx＋3 であるから 

    ((h ◦ g) ◦ f )(x)＝2cos f (x)＋3＝2cos(x2－1)＋3 

 

 

 

(2) 𝑥について解くと，
1

2
𝑥 = 𝑓(𝑥) + 1から 𝑥 = 2𝑓(𝑥) + 2 

  逆関数 f －1(x)は，x と f (x)を入れかえて f －1(x)＝2x＋2 

   また，(𝒇 ◦ 𝒇−𝟏)(𝒙) = 𝑓(𝑓−1(𝑥)) = 𝑓(2𝑥 + 2) =
1

2
(2𝑥 + 2) − 1 = 𝒙 

      (𝒇−𝟏 ◦ 𝒇)(𝒙) = 𝑓−1(𝑓(𝑥)) = 𝑓−1 (
1

2
𝑥 − 1) = 2(

1

2
𝑥 − 1) + 2 = 𝒙 

 

要 点

Point 

x  u  y 
u＝f (x) y＝g(u) 

y＝g( f (x)) 

一般に，(g ◦ f )(x)≠(f ◦ g)(x)である。 

一般に，(h ◦ (g ◦ f ))(x)＝((h ◦ g) ◦ f )(x)が成り立つ。 

このことから，h ◦ (g ◦ f )や(h ◦ g) ◦ f を単に h ◦ g ◦ f と書くこともある。 

一般に，(f ◦ f －1)(x)＝(f －1 ◦ f )(x)＝x が成り立つ。 

よって，(f ◦ f －1)(x)＝(f －1 ◦ f )(x)は (1) ①で述べた(g ◦ f )(x)≠(f ◦ g)(x)の例外となっている。 


